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　 明けましておめでとうございます。 市民の皆さまにおかれましては、

健やかに新年をお迎えのことと、 お慶び申し上げます。  　

　 旧年中の議会運営に対し、 市民の皆さま方の格別なご支援とご協力を

いただきましたことに心から感謝申し上げます。 昨年は新型コロナウイルス

感染症の猛威により、 かつてない時代の転換期を迎え、 「新しい生活様式」

の推進などにより市民の意識や価値観も変化を余儀なくされました。 議会と

しましても、 市民の皆さまが健康で安心した社会生活を送れるよう、 全力を

挙げて事態の早期収束と市民生活及び地域経済の維持のため引き続き最

大限の協力と支援を行う所存でございます。 　 

　 さて、 本市では、 今年度、 公共施設等総合管理計画、 公共施設建築

物系個別施設計画、第4次行財政大綱、同実施計画及び環境基本計画等々

の策定をはじめ、 茨城空港アクセス道路の全線開通や玉里学園義務教育

学校の開校に向けた事業を着実に進めております。

　 市議会では、議会活動の活性化と効率化を図るため、市執行部と連携し、

ペーパーレス化に向けたタブレット端末の導入をはじめ、 会派制の導入及び

政務活動費についての調査、 研究を行っております。 また、 茨城空港周辺

地域振興対策、 百里基地対策についても、 引き続き重点的に調査、 研究

を行い、 政策提言などに取り組んでまいります。

　 結びに小美玉市の更なる発展と市民の皆さまのご健勝、 ご多幸を祈念申

し上げ新年のあいさつといたします。
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　  コロナ対応補正予算など可決  /
ひとり親世帯臨時特別給付金

電子黒板、　学習用タブレット端末　　　　　　　買入れ契約締結など

　  新しい生活様式に対応した
 美野里中学校トイレ改修工事

 小川北義務教育学校校舎建設工事契約締結など
補正予算可決 /

議案第 80 号　一般会計補正予算 （第 7 号）

議案第 81 号　工事請負契約の締結について

   

　 第２回臨時会では、 一般会計補正予算として、 美野

里中学校トイレ改修工事のほか、 新しい生活様式に対

応するため、 公共施設予約システムや確定申告時に使

用する携帯型呼出機導入経費などの補正予算案が市長

より提出されました。

　 そのほか、 令和４年４月開校予定の小川北義務教育

学校校舎建設工事の請負契約締結に伴う議案につい

て、 全会一致で可決しました。

議案第 82 号　監査委員の選任につき同意を求めること

　　　　　　　　　　について　

　 議会選出の長島幸男議員の監査委員辞職に伴い、 市

長から田村昌男議員を後任の監査委員に選任したいと

いう議案が提出され、 全会一致で同意しました。

議案第 83 号　小美玉市職員の給与に関する条例等の    

                    一部を改正する条例について

 ▶ 第３回臨時会 / 11 月２６日 

 ▶ 第 2 回 臨時会  / 10 月 23 日 

＜主な内容＞

●美野里中学校トイレ改修工事　　　   　 1 億 5,703 万円

●道路台帳システムデジタル化事業　　   7,627 万４千円

●公共施設予約システム導入事業　      　1,202 万１千円

●税申告に係る感染防止対策事業 （写真下）　　５４９千円

　 令和 2 年第 4 回定例会は、 12 月 3 日から 18 日

までの 16 日間の会期で開かれ、 全 19 議案を審議

しました。 感染症対策として、 議場にアクリル板が設

置され、 前回同様、 一般質問の発言時間を 40 分か

ら 20 分に短縮して行いました。 上程された全 19 件

の議案は、 全会一致で可決しました。

▲提出議案の説明を行う島田市長

議案第 90 号　令和 2 年度小美玉市一般会計補正予算　　　

　　　　　　 　　　 （第８号）　

＜主な内容＞

● ふるさと応援に対する指定寄附金 （歳入） ７,000 万円

● 小美玉市医療センター経営改革事業 ２億 6,546 万 ４ 千円

● 農業振興事務費 731 万 2 千円

議案第 102 号　令和 2 年度小美玉市一般会計補正予算　　

　　　　　　　 　　　 （第９号）　　

＜主な事業＞

● ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業 1,478 万円

● 中小企業活性化事業

　  新型コロナウイルス感染症拡大防止対策補助金 2,000 万円

議案第 96 号、 議案第 100 号、 議案第 101 号

動産の買入れ契約の締結について　

＜買入物件＞

● 学校給食センター統合備品　 ● 電子黒板および付属品

● 学習用タブレット端末

国の GIGA スクール構想を踏まえ、

児童生徒および教員の ICT 環境の

向上を図り、 教育の機会均等の観点

から、 ICT の活用により自宅でも

リモート授業を行えるよう環境整備

を図る。

▲文部科学省 HP

▼一般質問 （１２月１０日）

▲確定申告（小川会場）で

　導入される携帯型呼出

　機（建物内に限らず、

　約 100 ｍ送受信可能）
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　　審議結果

■令和２年度補正予算（７件）

90
令和２年度小美玉市一般会計補正予算

（第８号）

[補正額]　　                 9億  109万4千円

[補正後額]　     　　　    322億4,808万8千円
各委員会  可決

91
令和２年度小美玉市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）

[補正額]　                    △  302万8千円 　 

[補正後額]　     　　　     51億8,540万7千円 

文教

福祉
可決

92
令和２年度小美玉市後期高齢者医療保

険特別会計補正予算（第２号）

【事業勘定】　　
[補正額]　9万1千円  [補正後額] 5億7,372万4千円

文教

福祉
可決

93
令和２年度小美玉市介護保険特別会計

補正予算（第２号）　

[補正額]　　                 1億1,688万8千円

[補正後額]　     　　　     40億7,920万3千円

文教

福祉
可決

94
令和２年度小美玉市水道事業会計補正

予算（第２号）　

[補正額]　                    △   46万5千円 　　

[補正後額]　     　　　      8億1,064万1千円 

産業

建設
可決

95
令和２年度小美玉市下水道事業会計

補正予算（第２号）　

【収益的収入及び支出】

収入[補正額] 2,415万8千円  [補正後額] 11億9,769万5千円

支出[補正額]   604万4千円  [補正後額] 11億4,079万1千円

【資本的支出】

支出[補正額] 1,811万4千円  [補正後額] 11億5,815万4千円

産業

建設
可決

102
令和２年度小美玉市一般会計補正予算

（第９号）　

[補正額]　                   △ 1,733万8千円 　　

[補正後額]　     　　　　     322億3,075万円 
各委員会 可決

■条例（６件）

84
小美玉市職員の高齢者部分休業に関す

る条例の制定について
職員の高齢者部分休業に関し必要な事項を定めるもの 総務 可決

85
小美玉市職員の配偶者同行休業に関す

る条例の制定について
職員の配偶者同行休業に関し必要な事項を定めるもの 総務 可決

86
小美玉市行政財産の使用料徴収条例の

一部を改正する条例について

これまでの使用料等の減免に関する条文に加え、既納の使用料

の全部又は一部を返還することができる条文を整備するもの
総務 可決

87
小美玉市国民健康保険直営診療施設の設

置等に関する条例を廃止する条例について

小美玉市国民健康保険白河診療所を令和3年3月31日付けで閉

所することに伴い、関係条例の廃止及び所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

88

小美玉市任期付市費負担教職員の採用、

給与及び勤務条件等の特例に関する条例

の一部を改正する条例について

市の特色ある教育環境を目指し、小学校に市費負担の教職員

を配置し、少人数化に取組んでいる中で、中学校までこの取

組みを拡大するため、所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

89
小美玉市立学校給食センター条例の一部

を改正する条例について

小美玉市立玉里学校給食センターを廃止し、小美玉市立小美

玉学校給食センターに統合するため、所要の改正を行うもの

文教

福祉
可決

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

第４回定例会　審議結果等一覧（全19件）令和 2年
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審議結果

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

■その他（６件）

96 動産の買入れ契約の締結について 学校給食センター統合備品の買入れの契約を締結するもの
文教

福祉
可決

97 指定管理者の指定について
保健福祉施設(四季健康館・小川保健相談センター・玉里保

健福祉センター)の指定管理者の指定期間が本年度で最終年

度となるため、令和３年度以降の指定管理者を指定するもの

文教

福祉
可決

98 解約金の額の決定について
小美玉市医療センター新病院開院に伴い、旧病院で使用していた

電話交換機等の賃貸借契約解除に伴う解約金の額を決定する必

要があるため、地方自治法の規定に基づきこの案を提出するもの

文教

福祉
可決

99

湖北環境衛生組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び湖北環境

衛生組合規約の変更について

令和3年3月31日をもって、湖北環境衛生組合から土浦

市が脱退すること及び湖北環境衛生組合規約の一部を

変更することについて協議するもの

総務 可決

100 動産の買入れについて 電子黒板及び付属品の買入れの契約を締結するもの
文教

福祉
可決

101 動産の買入れについて 学習用タブレット端末の買入れの契約を締結するもの
文教

福祉
可決

80
令和２年度小美玉市一般会計補正予算

（第７号）

[補正額]　　                 2億5,367万2千円

[補正後額]　     　　　    313億4,699万4千円
ー  可決

81 工事請負契約の締結について
小美玉市立小川北義務教育学校校舎建設工事の請負契約

を締結するもの
ー 可決

82
監査委員の選任につき同意を求めること

について

監査委員辞職に伴い、議会から選任する監査委員につい

て田村昌男氏を選任するため、議会の同意を求めるもの
ー 同意

番号 案件名 内　　　容 付託 審議

第２回臨時会　審議結果等一覧（全３件）令和 2年

【賛否が分かれた議案等】

議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 18 19  20

付託

委員会
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結果
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83

小美玉市職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する

条例について  

　　人事院の給与勧告に準じ、職員等の期末手当の改定を実施する

　　ため、所要の条例整備を行うもの ー 可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に参加しません。第３回臨時会（全1件）令和 2年

正しい知識と冷静な行動で

新しい生活様式を実践しましょう

□　まめに手洗い、 手指消毒　　　　　　　　　□　こまめに換気

□　咳エチケットの徹底 （マスク着用等）　　□　身体的距離の確保

□　３密の回避 （密集、 密接、 密閉）　　

□　毎朝の健康チェック / 発熱など症状がある時は無理せず自宅で療養

□　自身の健康状態に応じた運動や食事、 禁煙等適切な生活習慣の実行
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　常任委員会Ｑ &Ａ
小美玉市議会には３つの常任委員会（総務・文教福祉・産業建設）があります。

議員はいずれかの委員会に属し議案審査にあたります。

12 月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。
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サ
イ
ト
を
新
た

に
追
加
し
て
、
２
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の

受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
で
の
受
け
入
れ
額
が
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
約
２０
％
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
加

え
た
楽
天
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
開
始
し
て

約
１
か
月
程
度
で
、
約
１
千
万
程
度
の
寄
附
が

あ
り
、
額
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
額
し

た
も
の
。

◆
広
報
活
動
経
費 

 

要
望 

「
広
報
お
み
た
ま
」
に
関
し
て
、
小
美
玉
に
関

す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
関
連
す
る
特
集
記
事
の

視
点
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写
真
な
ど
、
最
近

広
報
紙
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
た
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
普
及
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
る
と
、
広
報

紙
の
情
報
が
一
番
メ
イ
ン
に
な
る
か
と
思
う
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

   　

 

◆
園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金 

問　

 　

今
回
負
担
金
を
増
額
す
る
理
由
は
。

答　

  

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
排
出
量
の
増
加

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
高
騰
に
よ
る
市
負

担
分
の
増
額
に
よ
り
、
負
担
金
の
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
。

要
望 

不
法
投
棄
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、
適
正
処
理

の
指
導
と
、
助
成
制
度
の
拡
充
を
お
願
い
し

た
い
。

▲今年度回収日
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文
教
福
祉

◎木　村

○長　津

　小　川

　長　島

　幡　谷

　植　木

　香　取

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合 

 

問　

  

現
在
の
小
美
玉
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
規
模
で
玉

里
給
食
セ
ン
タ
ー
分
も
賄
え
る
の
か
。
ま
た
、
統
合

後
の
玉
里
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
処
遇
は
。

答　

  

小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
規
模
は

５
２
０
０
食
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
小
美
玉
給
食

セ
ン
タ
ー
で
４
０
０
０
食
、
玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー
で

８
０
０
食
と
調
理
の
限
度
内
に
あ
る
。
ま
た
、
統
合

後
の
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
正
規
の
調
理
員
は
、

小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
、
任
用
職
員
も

同
人
数
を
要
望
し
て
お
り
、
小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
と
し
て
の
勤
務
も
可
能
で
あ
る
。     　

 

   問　

 

利
用
者
の
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
予
防
の
対
策
は
。

 

答　

 

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て
は
、
受
付
に
お
い
て
体

温
測
定
を
行
い
、
熱
が
あ
る
方
に
は
、
そ
こ
で

帰
っ
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
を
取
り
、
館
内
は

脱
衣
所
ま
で
マ
ス
ク
等
の
着
用
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
湿
度
な
ど
の
関
係
か
ら
、
お
風
呂
は
感

染
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

脱
衣
場
、
廊
下
、
ロ
ビ
ー
と
入
り
口
で
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
い
る
。

◆
四
季
健
康
館
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は

◆
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
改
革
事
業

　
旧
病
院
解
体
費
決
ま
る

問　

 　

今
回
解
体
費
等
の
交
付
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
解
体
費
用
に
つ
い
て
、
ま
だ
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
段
階
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
以
上
増
え

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
？

答　

  

解
体
費
は
、
こ
れ
以
上
発
生
し
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
譲
に
関
す
る
基
本
協

定
書
に
基
づ
き
、
新
病
院
の
開
院
に
伴
う
旧
病
院
の

解
体
工
事
と
医
療
機
器
等
の
処
分
費
用
は
、
本
市

が
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
健
康
増
進
施
設
管
理
運
営
費

問　
　

小
美
玉
温
泉
湯
～
Ｇ
Ｏ
！

（
旧
：
小
美
玉
温
泉
こ

　
　
　
　

と
ぶ
き
）
駐
車
場
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
伺

　
　
　
　

う
。
事
業
全
体
は
、
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
の

　
　
　
　

か
。

     　

 　

答　

  

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
工
事
は
、
発
注
の
方
法
を
検
討
中
。

ま
た
、
駐
車
場
工
事
は
用
地
買
収
後
に
実
施
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
着
工
す
る
予
定
。     　

 

常任委員会Ｑ &Ａ

新型コロナウイルスを含む感染症対策を徹底しましょう

「いばらきアマビエちゃん」 は、 ガイドラインに沿って感染

防止に取り組んでいる事業者を応援するとともに、 感染

者が発生した場合に、 その感染者と接触した可能性があ

る方に対して注意喚起の連絡をすることで、 感染拡大の

防止を図ることを目的としたシステムです。

「いばらきアマビエちゃん」 を利用しましょう
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特 別 委 員 会

特定のテーマに取り組む

議会活性化特別委員会

　市民に開かれた議会を目指し、 議会改革

を推進する取組みを進めています。

　 議会活性化特別委員会では、 従来から続けて

いる議会の活性化 （改革） をさらに進めるための

取り組みを行っています。

　 まず、 ペーパーレス化に向けたタブレット端末

の導入については、 議会活動の活性化と効率化

が図られ、 また、 市執行部や議会事務局の業務

軽減の効果が大きいことから、 今年度中の整備を

目途に取り組んでいます。

　 また、 議会基本条例第 5 条に規定されている

「会派」 についても、 個々の議員の資質向上に役

【主な検討事項】

①ペーパーレス化に向けたタブレット端末の導入

②会派制及び政務活動費について　

立てることができる等のメリットがあることから、

導入に向け調査研究をしています。

　 さらに、 会派制の検討と併せ、 地方自治法第

100 条により、 議会の議員の調査研究に資する

ため必要な経費の一部として、 交付が認められて

いる、 「政務活動費」 についても、 今後、 将来的

な議会、 議員の在り方、 役割を考えたとき非常に

重要なことから、 具体的に関係条例、 規則の策定

を行っていくこととし、 現在策定案の検討を重ね

ています。

市の仕事を分野ごとに分けて審議する常任委員会のほ

かに、 特定のテーマを取り上げて話し合う４つの特別

委員会が設置されています。 専門的な視点から市政に

対するチェックをするなど、 まちづくりをすすめるため

に重要な役割を担っています。 今回は議会活性化特別

委員会で調査研究している内容を取り上げてお知らせ

します。

　茨城空港を核とした、

「まちづくり構想」 に定め

る取り組み方針で示され

た、 「そらら拡張」 「そら

ら参道」 「エコトープ」 「J

フロント」 の 4 つの整備

候補地及び空港アクセス

沿道エリアの一体的な地

域振興について、 重点的

に調査、 研究をしていま

す。

茨城空港周辺
地域振興対策

  より親しみやすく、 わか

りやすい議会広報を発行

するために調査研究を行

い、 年 4 回議会だよりを

発行します。

広　報

７名
委員

百里基地対策

　百里基地対策に係る諸

課題を調査し、 基地周辺

地域の生活環境の向上を

図るため関係機関への要

請、 折衝を行います。

10 名
委員

11 名
委員

10 名
委員

【構成委員】

　　　　　　◎幡　谷　　木　村

　　　　　　○村　田　　島　田

　　　　　　　荒　川　　長　津

　　　　　　　長　島　　香　取

　　　　　　　石　井　　戸　田

　　　　　　　植　木
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皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問します！

市
政
を
質た

だ

す
！

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

　　　P 9 　　長津　智之 

　　　P10　　木村　喜一

　　　　　　　　長島　幸男

　　　P11　　小川　賢治

　　　　　　　　谷仲　和雄

　　　P12　　村田　春樹

　　　　　　　　島田 清一郎

　　　P13　　戸田　見良

　　　　　　　　香取　憲一

　　　P14　　石井 　 旭

　　　　　　　　福島 ヤヨヒ

 【質問議員　 11 名】   ※質問順

少人数教育の充実に取り組む

学校教育における少人数教育の実現に向けて

長 津　智 之

Ｑ 

現
在
、
玉
里
学
園
義

務
教
育
学
校
と
小
川
北
義

務
教
育
学
校
の
２
校
の
校

舎
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
環
境
づ
く
り
は
着
々

と
進
ん
で
い
る
と
思
う
。

今
、
日
本
国
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

と
し
て
密
閉
、
密
集
、
密

接
を
避
け
る
た
め
の
日
常

生
活
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
１
学
級
の
定
員
を

40
名
か
ら
35
名
以
下
に
し

て
、
一
人
ひ
と
り
に
目
が

行
き
届
き
や
す
く
、
学
力
、

学
習
意
欲
の
向
上
を
支
援

す
る
少
人
数
学
級
を
実
行

し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ 

教
育
長　

現
在
、
「
小

美
玉
市
立
小
中
学
校
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
座

席
の
間
隔
に
配
慮
す
る
な

ど
学
校
生
活
の
中
で
の
３

密
を
避
け
な
が
ら
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
少
人

数
教
育
の
導
入
に
よ
り
、

教
育
活
動
に
お
け
る
感
染

リ
ス
ク
を
抑
え
る
と
と
も

に
き
め
細
か
な
教
育
の
実

現
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。
市
費
負
教
職
員
の
配

置
は
、
条
例
に
規
定
す
る

最
大
10
名
の
採
用
を
目
途

に
努
力
し
、
少
人
数
教
育

の
充
実
に
取
り
組
む
。

Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
が
各
地
方
自
治

体
に
感
染
症
対
策
を
支
援

す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
約
60
事
業

を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

支
援
事
業
と
し
て
保
育
園

や
認
定
子
ど
も
園
等
の
保

育
士
に
対
す
る
慰
労
金
の

給
付
を
実
施
し
て
は
い
か

が
か
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

こ

の
件
に
つ
い
て
各
市
町
村

の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
交
付
金
事
業

の
進
捗
を
踏
ま
え
、
国
の

第
３
次
補
正
予
算
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
慰
労

金
給
付
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

一般質問
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長 島　幸 男

 　新型コロナウイルス感染症対応　地方創生臨時交付金の活用方法とその効果は

感染防止と経済活動支援のため事業の推進を図っていく

Ｑ 

交
付
金
の
活
用
方
法
・

執
行
状
況
・
そ
の
効
果
は
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

第
１
次

分
、
第
２
次
分
、
9
月
、
10

月
の
追
加
補
正
分
、
あ
わ

せ
て
総
額
１
，
０
９
７
百
万

円
の
予
算
で
事
業
を
進
め

て
い
る
。
感
染
拡
大
の
防

止
を
図
る
た
め
感
染
症
予

防
対
策
費
と
し
て
18
事
業
で

約
１
３
５
百
万
円
、
飲
食

店
や
事
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
７
事
業
で
１
８
５
百
万

円
、
高
齢
者
並
び
に
子
ど

も
世
帯
へ
の
支
援
６
事
業
で

１
５
７
百
万
円
、
新
た
な
生

活
様
式
へ
の
対
応
と
し
て
11

事
業
で
２
０
２
百
万
円
、
社

会
的
環
境
の
整
備
と
し
て
11

事
業
で
３
６
３
百
万
円
な
ど

で
あ
る
。

　

事
業
執
行
状
況
は
、
全

体
で
59

事
業
中
、
44

事
業

で

着

手

し
、

執

行

額

は

３
７
８
百
万
円
、
執
行
率
は

34
．
４
％
、
年
度
内
の
完
了

に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

　

効
果
は
、
４
月
に
感
染
症

予
防
対
策
と
し
て
、
市
民
へ

の
マ
ス
ク
配
布
・
除
菌
水
無

料
配
布
な
ど
感
染
症
拡
大
の

抑
制
に
寄
与
で
き
た
。
ま
た
、

事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
休

業
要
請
協
力
金
や
持
続
化
給

付
金
、
市
内
経
済
の
回
復
を

目
指
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
や
高
齢
者
・
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
食
事
券
の

配
布
等
を
実
施
し
、
地
域
経

済
へ
の
有
効
な
施
策
と
し
て

効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

要
望　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
…
２
日
間
に
わ
た
り
販

売

（
１
人
10
万
円
、
家
族
３

人
ま
で
30
万
円
限
度
）
し
た

が
、
人
気
が
あ
り
す
ぐ
に
完

売
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
他

市
町
村
と
同
様
１
人
2
万

～
３
万
円
限
度
で
幅
広
く
市

民
に
行
き
届
く
こ
と
、
ま
た

販
売
は
小
川
、
美
野
里
地

区
で
あ
っ
た
が
、
玉
里
地
区

で
の
販
売
も
今
後
は
検
討
願

い
た
い
。

Ｑ 

そ
の
他
の
質
問

１
．
文
化
財
の
保
存
・
管
理
・

活
用
に
つ
い
て

・
本
市
の
文
化
財
は
、
ど
の

く
ら
い
あ
り
、
そ
の
保
存
・

管
理
・
活
用
に
つ
い
て

２
．
高
齢
者
避
難
個
別
計
画

・
現
在
の
作
成
状
況
は
。

・
作
成
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
。

木 村　喜 一

   都市計画等に精通した職員採用で戦略的な都市整備を

任期付職員採用規定に基づき人事交流をさらに検討する

Ｑ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
改
正
の
重
点
事
項
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

空
港
周

辺
及
び
空
港
線
沿
い
、
岩
間

イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
及
び
市

の
主
要
幹
線
道
路
沿
い
、
羽

鳥
駅
周
辺
整
備
や
国
道
６
号

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
、
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
整
備
な
ど
新
た

な
土
地
利
用
構
想
や
公
共
施

設
の
整
備
状
況
を
反
映
さ
せ

て
い
く
。

Ｑ 

未
整
備
都
市
計
画
道
路

の
将
来
的
な
見
直
し
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

都
市
計

画
道
路
再
検
討
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
新
た
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
都
市
の
再
構
築

の
取
り
組
み
な
ど
実
情
に

合
っ
た
都
市
構
造
を
目
指
す

た
め
に
都
市
計
画
変
更
を
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ 

都
市
計
画
に
精
通
し
た

県
職
員
ま
た
は
団
体
Ｏ
Ｂ
等

の
経
験
者
採
用
で
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
市
職
員
が
蓄
積
し
引
き

継
ぎ
、
好
循
環
と
な
る
仕
組

み
の
創
設
を
望
む
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

人
事
担

当
部
署
と
協
議
し
県
の
職
員

派
遣

・
人
事
交
流
制
度
を
含

め
て
検
討
す
る
。

Ｑ 

住
居
表
示
の
代
替
え
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

総
務
部
長　

分
か
り
や
す

い
道
路
標
示
や
任
意
番
号
の

表
示
等
利
便
性
向
上
の
た

め
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、

実
現
可
能
な
手
法
を
検
討

す
る
。

Ｑ 

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
道
路
敷
の

積
極
的
寄
附
受
入
や
買
収
整

備
で
安
全
な
市
道
環
境
の
形

成
を
望
む
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

要
件
や

課
題
を
整
理
し
良
好
な
道
路

形
成
の
た
め
に
各
方
面
と
協

議
調
整
す
る
。

Ｑ 
行
政
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

の
利
活
用
お
よ
び
民
間
専
門
業

者
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

不
法
投
棄

の
監
視
や
状
況
確
認
な
ど
幅

広
い
分
野
で
利
活
用
す
る
。

Ｑ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
を
望
む
。
（ム
ー
ビ
ン

グ
ハ
ウ
ス
）

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

包
括
協

定
の
内
容
を
踏
ま
え
た
利
活

用
の
内
容
を
検
討
し
た
上
で

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
活
用
の
条
件
と
な
る
市
総

合
戦
略
改
定
を
進
め
て
い
く
。

一般質問
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Ｑ
１
．
小
美
玉
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て　

市
内
公
共
施
設
の
主
な
改
善
策
を

伺
う

①
羽
鳥
公
民
館
・
羽
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
羽
鳥
駅
東
口
複
合
施
設
へ
の
集
約
化

②
農
村
女
性
の
家
の
納
場
幼
稚
園
へ
の

機
能
移
転

③
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
竹
原
小

学
校
の
複
合
化

④
美
野
里
公
民
館
・
図
書
館
と
堅
倉
小

学
校
の
複
合
化

⑤
羽
鳥
小
学
校
・
納
場
小
学
校
の
統
合

Ａ　

総
務
部
長
　

①
駅
前
に
窓
口
機
能
等
と
合
わ
せ

た
複
合
施
設
を
整
備
し
集
約
化
、

重
複
機
能
の
解
消
、
新
た
な
駅
前

拠
点
施
設
と
考
え
る
。

②
必
要
な
改
修
を
行
う
こ
と
で
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
。

③
地
域
交
流
室
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

等
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
を
展
開
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

④
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
等
が
あ
る
た

め
、
教
室
等
の
配
置
の
見
直
し
や

運
用
時
間
の
工
夫
等
を
行
い
、
公

民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
展

開
で
き
る
。

⑤
老
朽
化
し
た
２
校
を
統
合
、
建

て
替
え
に
よ
り
、
教
育
環
境

・
生

活
環
境
の
向
上
な
ど
整
備
レ
ベ
ル

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

Ｑ
２
．
コ
ロ
ナ
禍

（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
目
標
の
一
つ
に

「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

が
あ
る
が
、
本
市
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ａ　

企
画
財
政
部
長　
　

①
市
内
循
環
バ
ス
10
種
類
の
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
。

②
高
齢
者
外
出
等
支
援
事
業
、

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
相
当
額

の
チ
ケ
ッ
ト
を
年
24
枚
配
布
。

③
学
校
の
統
合
に
よ
る
遠
距
離
通
学

児
童
は
無
料
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

④
道
路
環
境
の
充
実
を
位
置
づ

け
。
市
内
幹
線
道
路
の
整
備
、

生
活
道
路
整
備
、
歩
道
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

⑤
民
間
企
業
と
の
連
携
や
市
民

へ
の
周
知
を
継
続
的
に
進
め
て

い
く
。

Ｑ 

市
民
を
対
象
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
市
役
所

内
へ
専
属
の
係
を
設
置
し
て
は
。

Ａ　

企
画
財
政
部
長　
　

市
民
対

象
の
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
を
注
視
し
対
応
す
る
。
専

門
の
係
の
設
置
は
協
議
し
検
討

す
る
。　

小 川　賢 治 

  第４次行財政改革の基本的な考え方は

行政サービスの 「質的改革」 を推進する

谷 仲　和 雄

Ｑ 

Ｒ
３
年
度
か
ら
第
4
次

行
革
に
入
る
が
経
常
収
支
比

率
の
抑
制
が
課
題
。
第
４
次

行
革
の
考
え
方
を
問
う
。

Ａ　

総
務
部
長　

量
的
改
革

が
定
着
す
る
中
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に

提
供
で
き
る
質
的
改
革
を
推

進
す
る
と
と
も
に
経
常
収
支

比
率
の
改
善
に
努
め
る
。

Ｑ 

Ｒ
3
年
度
予
算
編
成
方

針
を
問
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

 

来
年

度
中
に
見
込
む
全
て
の
経
費

を
盛
込
ん
だ
通
年
予
算
と
し

枠
配
分
方
式
を
採
用
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ

り
大
幅
な
歳
入
減
が
見
込
ま

れ
、
又
、
事
態
終
息
が
見

え
な
い
状
況
か
ら
関
連
事
業

に
つ
い
て
国･

県
の
動
向
を

逐
一
見
極
め
対
応
す
る
。
歳

出
面
で
の
一
般
財
源
配
分
額

の
抑
制
や
歳
入
面
で
国･

県

補
助
制
度
を
最
大
限
活
用
す

る
。

Ｑ　

経
常
的
経
費
の
割
合
が

高
ま
る
に
つ
れ

「
事
業
の
選

択
」
と

「
枠
配
分
導
入
の
趣

旨
」
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が

市
長
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

市
長　

限
り
あ
る
財
源
を

有
効
に
配
分
し
効
果
的
な
予

算
編
成
が
重
要
、
行
革
に
取

組
み
政
策
的
経
費
の
財
源
確

保
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

観
光
振
興
を
具
体
的
に

実
行
す
る
た
め
の
基
本
計
画

の
策
定
が
急
務
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

Ａ　

産
業
経
済
部
長　

観
光

振
興
の
指
針
や
具
体
的
事

業
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
や

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
。
後
期
基
本
計
画
と

の
整
合
や
策
定
時
期
な
ど
を

含
め
検
討
し
た
い
。

▲ 霞ケ浦沿岸のコスモス

（大井戸湖岸公園付近 R2.10.28 撮影）

竹原小学校の地域交流室や多目的スペース等で活動を展開できる

 農村環境改善センターと竹原小学校の複合化は

 現在の農村環境改善センター ▶

※ 

枠
配
分
方
式
：
来
年
度
予
算
の
大
枠
を
決
定
し
た
上
で
、
部
局
別
の
一
般
財
源
配
分
額
に
基
づ
き
、

      

各
部
局
は
配
分
額
の
範
囲
内
で
予
算
要
求
を
行
な
う
も
の
。      

一般質問
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島 田  清一郎

慎重に検討、 重要な選択肢の一つとして提案

Ｑ　

定
住
促
進
の
施
策
と
し

て
①
道
路
整
備
に
合
わ
せ
た

土
地
利
用
計
画
、
特
に
住
居

系
用
途
地
域
の
見
直
し
②
子

育
て
専
用
市
営
住
宅
の
提
供

③
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

①
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定

作
業
の
中
で
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
を
考
慮
し
、
土
地

利
用
の
方
針
を
検
討
す
る
。

②
新
た
な
市
営
住
宅
の
建
設

予
定
は
な
い
。
子
育
て
世
帯

は
、
現
存
の
市
営
住
宅
の
入

居
者
の
資
格
条
件
と
し
て
、

緩
和
措
置
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
制
度
設
計
を
検
討
す

る
。
③
現
在
学
校
給
食
に
つ

い
て
か
な
り
の
公
費
負
担
を

し
て
お
り
、
新
た
な
財
政
負

担
を
伴
う
た
め
慎
重
な
検
討

が
必
要
。
給
食
の
充
実
に
向

け
て
取
り
組
む
。

Ｑ　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
中
で
、
羽
鳥
小
と
納

場
小
が
移
転
統
合
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て

Ａ  

教
育
部
長　

市
の
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
計

画
目
標
と
し
て
、
今
後
40
年

間
で
公
共
施
設
の
延
べ
床
面

積
を
30
％
削
減
す
る
。
両
校

は
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
生
徒
た
ち
に
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
提
案
す
る
。

Ｑ　

小
学
校
の
生
徒
数
の
適

正
規
模
に
つ
い
て

Ａ 

教
育
部
長　

学
級
数
の
規

模
に
つ
い
て
は
学
校
教
育

法
施
行
規
則
の
中
で
、
12

学
級
以
上
18

学
級
以
下
を

標
準
と
し
て
い
る
。
廃
校
を

検
討
す
る
基
準
は
５
学
級

以
下
に
な
っ
た
と
き
が
対
象

と
な
る
。

Ｑ　

羽
鳥
小
の
生
徒
数
が
今

後
も
３
０
０
人
後
半
を
維
持

で
き
れ
ば
、
12
学
級
が
編
成

で
き
る
の
で
現
地
で
の
建
て

替
え
が
妥
当
で
は
。

Ａ 

教
育
部
長　

建
設
時
期
、

建
設
手
法
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
に
つ
い
て
は
、
十
分
慎

重
に
見
極
め
て
決
定
し
て
い

く
。
今
後
、
関
係
者
の
方
々

と
十
分
協
議
し
た
上
で
、
こ

れ
ら
を
定
め
て
い
く
。

定住促進施策、 羽鳥小の移転統合について

村 田　春 樹

Ｑ 

羽
鳥
駅
か
ら
茨
城
空
港

の
直
行
バ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

陸
の
玄

関
口
と
空
の
玄
関
口
を
結
ぶ

重
要
な
路
線
ル
ー
ト
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
県
に

対
し
、
羽
鳥
駅
と
茨
城
空

港
間
の
直
行
バ
ス
の
運
行
実

現
に
向
け
て
強
く
働
き
か
け

る
。

Ｑ 

元
気
っ
子
、
玉
里
幼
稚
園

が
統
合
さ
れ
た
後
、
ど
の
よ

う
な
幼
児
教
育
を
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

幼
児
の
遊
び

や
生
活
と
い
う
直
接
的
・
具

体
的
な
体
験
を
通
し
て
、
人

と
関
わ
る
力
や
思
考
力
、
感

性
や
表
現
す
る
力
な
ど
を
育

み
、
社
会
と
の
関
わ
り
や
生

き
て
い
く
基
礎
を
培
う
た
め

の
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
推

進
し
て
い
く
。

Ｑ 

令
和
3
年
度
市
立
よ
つ

ば
幼
稚
園
が
開
園
す
る
が
、

３
年
保
育
は
可
能
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

小
美
玉
市
初

の
試
み
で
あ
る
幼
小
一
体
型

幼
稚
園
で
の
幼
児
教
育
を
軌

道
に
乗
せ
、
万
全
な
受
入
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
を
最
優

先
事
項
と
し
て
推
進
し
て
い

く
た
め
２
年
保
育
で
開
園
す

る
。
今
後
、
地
域
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
元
気
っ
子

幼
稚
園
と
玉
里
幼
稚
園
の
統

合
が
決
定
し
た
際
に
、
市
内

公
立
幼
稚
園
の
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
格
差
が
解
消
さ
れ
る
よ

う
、
３
年
保
育
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

Ｑ 

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
幼
児
教

育
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

預
か
り
保
育

を
元
気
っ
子
幼
稚
園
、
玉
里

幼
稚
園
に
加
え
、
よ
つ
ば
幼

稚
園
で
も
実
施
す
る
。
将
来

的
に
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校

の
交
流
を
よ
り
盛
ん
に
し
た

り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円

滑
な
接
続
・
連
携
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
特
別
な

教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る

幼
児
に
は
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
を
行
い
、
保

護
者
の
困
り
感
に
寄
り
添
っ

た
対
応
の
充
実
を
考
え
て
い

る
。

　羽鳥駅から茨城空港の直行バスは

運行実現に向け、 引き続き県に強く働きかける

一般質問
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適切迅速な危機管理体制構築を目指していく

香 取　憲 一

Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
同
時
並
行
の
来
年
度
予

算
編
成
に
は
多
く
の
課
題
や

困
難
が
予
想
さ
れ
る
が
そ
の

心
意
気
を
伺
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
確
実
に
歳
入
は
落
込

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
、
市

債
残
高
の
抑
制
に
留
意
し
、

原
則
令
和
３
年
度
に
見
込
ま

れ
る
全
て
の
経
費
を
盛
込
ん

だ
予
算
編
成
に
努
め
る
。
経

常
収
支
比
率

（
弾
力
性
）
は

88
％
を
目
標
に
改
善
に
努
め

る
。

Ｑ 

１０
月
27
日
の
市
庁
舎
爆
破

予
告
対
応
を
通
し
て
抽
出
さ

れ
た
危
機
管
理
上
の
問
題
と

課
題
を
伺
う
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

今
回
の
爆

破
予
告
に
対
し
て
は
、
市
長

の
指
示
を
受
け
各
部
署
が
連

携
し
て
対
応
に
あ
た
り
、
３

時
間
の
臨
時
閉
庁
を
経
て
、

何
事
の
被
害
も
な
く
事
態
の

収
束
を
迎
え
た
。
危
機
管
理

上
の
問
題
課
題
は
、
事
前
の

情
報
収
集
の
重
要
性
、
平

時
か
ら
の
危
機
に
対
す
る
準

備
、
未
曽
有
の
危
機
に
対
す

る
初
動
体
制
へ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。

要
望　

直
轄
組
織
で
あ
る
危

機
管
理
監
、
防
災
管
理
課
の

権
限
を
強
化
し
、
い
つ
い
か

な
る
危
機
に
も
迅
速
に
対
応

で
き
る
、
縦
割
を
排
除
し
た

確
立
さ
れ
た
指
揮
命
令
系
統

の
危
機
管
理
体
制
の
早
期
確

立
を
望
む
。

Ｑ 

旧
小
川
小
・
橘
小
跡
地

利
活
用
に
つ
い
て

Ａ 

総
務
部
長　

旧
小
川
小

に
つ
い
て
は
周
辺
地
域
を
文

化
・
教
育
・
歴
史
の
集
ま
る

地
と
し
て
一
体
的
に
整
備
し

活
性
化
を
図
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
旧
橘
小
は
土
地
・

校
舎
・
工
作
物

（
プ
ー
ル
）

立
竹
木
の
移
転
補
償
を
受
け
、

令
和
3
年
度
に
解
体
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

盤石な危機管理体制の早期確立を期待する

一般質問

戸 田　見 良

小
美
玉
市
の
強
み
・
産
み

出
す
力
に
つ
い
て　

Ｑ 

感
染
症
に
強
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
三
密
以

上
の
対
応
策
や
複
合
災
害

へ
の
備
え
は
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

平
成

26

年
に
小
美
玉
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
策
定
さ
れ
、

感
染
拡
大
防
止
や
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
最
小
に

す
る
た
め
の
全
庁
的
な
取

組
み
、
情
報
発
信
体
制

の
構
築
、
蔓
延
防
止
に
関

す
る
措
置
、
予
防
接
種

の
実
施
等
の
計
画
を
示
し

て
い
る
。
現
計
画
に
基
づ

き
、
各
関
係
機
関
と
連

携
し
感
染
対
策
を
進
め

て
い
る
が
、
今
後
の
あ
ら

ゆ
る
状
況
に
も
適
応
す
る

計
画
と
な
る
よ
う
、
現

在
、
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

Ｑ 

感
染
症
の
増
加
の
対

応
は
。
管
轄
保
健
所
が
感

染
者
増
加
で
麻
痺
し
て
し

ま
っ
た
ら
。
市
独
自
の
受

入
体
制
の
整
備
は
。

Ａ　

保
健
衛
生
部
長
　
感
染

が
疑
わ
れ
る
初
期
段
階
か
ら

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
受
入

れ
体
制
が
逼
迫
し
、
県
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
体

制
整
備
に
つ
い
て
市
内
事
業

者
が
県
と
連
携
し
協
力
体

制
を
取
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
市
独
自
の
受
入
体
制
の

整
備
は
、
県
と
連
携
の
上
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
中
で
の
市
民
へ

の
職
員
対
応
や
各
部
署
間
で

の
協
力
体
制
の
連
携
は
。

Ａ 

総
務
部
長　

感
染
症
対
策

室
を
設
置
し
、
緊
急
事
態

宣
言
時
は
職
員
を
２
班
に
分

け
、
隔
日
交
代
制
の
シ
フ
ト

勤
務
体
制
を
行
っ
た
。
緊
急

時
の
部
署
間
の
連
携
は
、
対

策
室
職
員
以
外
の
職
員
の
協

力
を
得
る
と
と
も
に
、
特
別

定
額
給
付
金
申
請
書
の
発
送

や
次
亜
塩
素
酸
水
配
布
に
あ

た
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問　

Ｑ 

小
美
玉
市
の
強
み
と
産

み
出
す
力
に
な
る
県
道
茨
城

空
港
線
な
ど
の
土
地
利
用
、

道
路
利
用
計
画
は
。

あらゆる状況にも適応するよう現計画の見直しに取組む

　感染症に強い環境づくりのための対応策は
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福 島　ヤヨヒ

Ｑ 

市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
は
40
年
後
を
見
据
え

て
の
計
画
で
、
施
設
の
30
％

削
減
を
目
指
し
て
い
る
が
、

市
民
の
声
が
ど
れ
だ
け
反
映

さ
れ
て
い
く
の
か
。
10
年
ご

と
の
実
施
に
際
し
て
は
順
番

を
ど
う
作
る
の
か
。
す
で
に

廃
校
廃
園
に
な
っ
て
い
る
施

設
に
は
す
ぐ
利
活
用
で
き
る

も
の
も
あ
る
が
、
だ
れ
が
い

つ
決
め
る
の
か
。
市
民
の
声

を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

Ａ 

総
務
部
長 

管
理
計
画
推

進
本
部
の
中
で
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
解
体
と
位

置
付
け
て
い
る
施
設
も
機
能

移
転
し
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

努
め
る
。
跡
地
利
用
等
は
総

務
部
行
政
経
営
課
が
窓
口
に

な
り
検
討
し
て
い
く
。

要
望
　
市
民
の
多
様
な
声
が

活
か
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
早
く
作
っ
て
欲
し
い
。

Ｑ 

美
野
里
地
区
の
よ
つ
ば
幼

稚
園
は
、
小
学
校
の
２
階
部

分
に
設
置
さ
れ
る
が
、
園
児

の
安
全
制
の
確
保
は
で
き
て

い
る
か
。
保
護
者
を
含
め
た

準
備
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て

い
た
か
。
送
迎
や
預
か
り
保
育

の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

教
育
部
長　

小
学
校
の

余
裕
教
室
の
有
効
活
用
を
考

え
設
置
し
た
。
地
域
住
民
等

交
え
た
準
備
委
員
会
は
設
置

し
な
か
っ
た
が
、
幼
稚
園
や

小
学
校
の
教
諭
な
ど
で
構
成

す
る
検
討
委
員
会
で
設
置
場

所
を
議
論
し
、
安
全
対
策
を

施
し
、
改
修
を
進
め
て
い
る
。

送
迎
や
預
か
り
保
育
は
、
地

域
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、

他
の
公
立
幼
稚
園
と
同
様
に

実
施
予
定
。

Ｑ 

玉
里
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
廃
止
さ
れ
小
美
玉
給

食
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
る

が
食
器
等
対
応
は
で
き
て
い

る
か
。
欠
食
が
起
き
な
い
よ

う
、
機
器
の
管
理
対
策
を
十

分
行
っ
て
欲
し
い
。

Ａ 

教
育
部
長　

食
器
、
配
送

車
の
準
備
も
進
ん
で
い
る
。

欠
食
に
な
ら
な
い
対
策
も
保

守
点
検
な
ど
を
し
っ
か
り
取

り
組
む
。

Ｑ 

命
を
守
る
救
急
体
制
の

構
築
の
た
め
に
も

「
要
援
護

特
定
在
宅
療
法
継
続
登
録
者

制
度
」
の
制
定
を
。

Ａ 

消
防
長　

高
度
な
救
急
処

置
が
で
き
る
救
急
救
命
士
を

配
備
し
、
体
制
を
整
え
対
応

し
て
い
る
。

公共施設管理計画は住民の声を反映して計画作りを

丁寧に周知を行い、 ニーズの把握に努め進めていく

やすらぎの里小川にキャンプ等の整備をしては

運営委員会での意見を受け、 新たな取組みを検討

石 井　旭

Ｑ 

小
川
北
義
務
教
育
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場
所
に

お
い
て
不
公
平
感
が
無
い
よ

う
に
、
更
に
は
地
元
区
長
に

相
談
し
、
通
学
上
の
安
全
面

に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

Ａ 

教
育
部
長　

統
合
に
よ
る

遠
距
離
通
学
の
距
離
基
準
と

し
て
は
、
概
ね
３
㎞
と
し
て
い

る
が
、
運
行
計
画
に
つ
い
て
対

象
と
な
る
上
吉
影
小
、
下
吉

影
小
の
保
護
者
の
意
見
を
も

と
に
見
直
し
、
開
校
準
備
委

員
会
で
協
議
を
行
っ
た
。
乗
降

所
の
位
置
に
つ
い
て
、
委
員
会

で
の
具
体
的
な
提
案
を
踏
ま

え
、
地
域
や
保
護
者
の
協
力

と
理
解
を
得
な
が
ら
、
今
年

度
末
ま
で
に
運
行
計
画
を
決

定
し
て
い
く
。

Ｑ 

各
小
学
校
等
の
跡
地
利
活

用
に
つ
い
て
、
特
に
下
吉
影
小

学
校
は
ま
だ
新
し
い
校
舎
な

の
で
、
解
体
で
は
な
く
民
間

事
業
者
へ
売
却
や
有
償
貸
付

を
検
討
し
て
は
。

Ａ 

教
育
部
長　

「
公
共
施
設
建

築
物
系
個
別
施
設
計
画
（案
）」

で
の
小
中
学
校
の
改
善
の
方

向
性
は

「
義
務
教
育
学
校
整

備
後
、
閉
校
と
な
っ
た
学
校

は
原
則
除
却
の
方
向
で
検
討

を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、

下
吉
影
小
学
校
は
他
の
閉
校

と
な
る
小
学
校
と
比
較
し
て

も
施
設
が
新
し
い
こ
と
も
あ

り
、
「
売
却

・
貸
付
」
と
し
て

の
利
活
用
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

小
川
公
民
館
を
解
体
し
、

や
す
ら
ぎ
の
里
に
機
能
移
転

さ
せ
る
案
が
あ
る
が
、
小
川

図
書
館
・
資
料
館
を
増
築
し
、

公
民
館
機
能
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
見
直
し
、
要
望
す
る
。

Ａ 

市
長
　
小
川
公
民
館
周
辺

地
域
を
、
歴
史
と
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
一
体
的
に
整

備
し
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
整
備
が
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
。

Ｑ 
や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
が
出
来
る
キ
ャ
ン
プ
施

設
等
の
整
備
を
提
案
、
要
望

す
る
。
考
え
を
伺
う
。

Ａ 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長  

運
営
委
員
会
で
の
意
見
を
受
け

な
が
ら
新
た
な
取
組
み
に
向
け

て
検
討
す
る
。
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

に
指
定
さ
れ
て
い
る
遊
歩
道
に

お
い
て
は
健
康
作
り
教
室
の
取

組
み
等
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

企
画
提
案
を
取
り
入
れ
利
活
用

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

一般質問
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  　　プレゼントクイズ ・ 市民の声

第 58 回 プレゼントクイズ

　今回の議会だより第 60 号の中から、問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、10 名の方に小美玉ふるさと食品公社

で利用できる商品券（1,000 円分）をプレゼントします。

ぜひご応募ください！　

　　　問①　小美玉市議会だよりの発行は今回節目の第○号となります。

　　　問②　市民に開かれた議会を目指し、議会改革を推進する取組みを

進めている特別委員会の名称は〇〇〇〇〇特別委員会　

　　　問③　次回定例会の開会予定日は２月〇日（金）

　　　　　　　　第 57 回クイズの正解

　　問①　　令和元年度一般会計の歳出決算額は〇〇〇億

　　　　　　　8,875 万円 答え→ [ 250 ]

　　問②　　令和元年度小美玉市の実質公債費比率は○ . 〇％

 答え→ [ 7.6 ]

　　問③　　令和２年第３回定例会　審議結果件数は全○〇件

 答え→ [ 35 ]　

アマビエ登録を義務付けてほしいです。

　　　　　　（ 与沢・Ｎさん ）

以前は難しすぎると思って

読まなかった議会だよりは、クイズの

答えを探して読むとおもしろいように理解

できました。もっと早くから読んでいれば

よかったです。（ 野田・Ｈさん ）

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

市民の声

若者に政治に関心が持てるよう

にと考えています。議員インターンシップ

　受け入れと、その記事は大変有意義のある素晴らし

い取り組みだと思います。（ 羽刈・Ｙさん ）

インフルエンザの予防接種

2,500 円の助成を受けて早速接種を行ってきま

した。主人と二人ですので、とても助かります。

コロナ早く収束してほしいです。

　  　　　　 （ 中延・Ｋさん ）

　　　　

　このたび、「キャトル・セゾン」が令和２年９月 13 日

をもって閉店となり、過去に本紙のプレゼントクイズ企

画でお送りした食事券がご利用できなくなりました。

　まだお手元に当選したお食事券がございましたら、今

年度に限り、下記のとおり小美玉ふるさと食品公社の商

品券として利用できることになりましたので、お早めに

ご利用くださいますようお願いいたします。

　◆利用場所　　小美玉ふるさと食品公社

　　　　　　　　そ・ら・ら売店（空のえき そ・ら・ら内）

　　　　　　　　　小美玉市山野 1628-42

　　　　　　　　直営店（花木センター内）

　　　　　　　　　小美玉市部室 1189-4

　

　◆有効期限　　令和３年３月 31 日（水）

　　　　　　　　

過去にクイズ当選者の方へお送りした

「キャトル・セゾン」の食事券の取り扱い

議会だより毎回楽しみに    

しています。若年層の政治

離れの抑制に期待していま

　 す。（ 高崎・Ｅさん ）

◇応募方法　はがき・FAX などに、住所、氏名、クイズの答え

　　　　　　を明記してご応募ください。また、議会や本紙に

　　　　　　対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇締め切り　令和３年２月 26 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　

　　　　　　小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199  

　　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外

　　　　　　　には利用しません。

　　　　　　☆クイズ当選者発表は、商品券の発送をもって

　　　　　　　お知らせします。



会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。
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2 月 26 日（金）開会予定 

　  次の定例会は

 です

見やすいユニバーサルデザインＵＤフォントを使用しています。

感染防止に向けた議会の取り組み

   ● 議員席 ・ 執行部席にアクリル板を設置 （写真右上）

   ● 発言終了後にアクリル板、 マイク、 テーブル等の消毒 （写真右下）

   ● 一般質問の発言時間を 20 分に短縮 （通常 40 分）

   ● 会期中の議員および執行部の検温、 マスク等着用の徹底

   ● 議場入口および傍聴席入口の換気

   ● 傍聴席に間隔を空け、 傍聴者には検温、 マスク着用、 手指消毒 

   　 への協力を依頼。

   ● 本会議および委員会における出席者の制限

　新型コロナウイルスの感染症が猛威を振るっており、 いまだ

予断を許さない状況が続いているため、 令和２年第４回定例

会において、 引き続き感染症対策として次のような取組みを

行いました。
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＊議場（市役所本庁舎３階）での傍聴には、簡

単な受付 （氏名・住所等の記入）が必要です。

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応策と

して、３密（密閉・密集・密接）を避けるた

めに入場を制限させていただきます。ご理解

をお願いします。

＊委員会等の詳しい日程については、2 月 25 日

に開催する議会運営委員会で協議します。議

会事務局までお問い合わせください。

   

＊ 定例会中の本会議（一般質問など）は、同時

放映を行っています。本庁舎、小川総合支所、

玉里総合支所 1 階ロビーに設置されているＴ

Ｖモニターでご自由にご覧いただけます（受

付は不要）。


